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6 割の家庭で、処方薬の使いまわし 

8 割以上の家庭が余った処方薬を保存し、子供への自己判断使用も 5 割にのぼる 
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日本最大級の病院検索サイト、医薬品検索サイト、医療情報サイトを運営する総合医療メディア会

社の株式会社QLife（キューライフ／本社：東京都世田谷区、代表取締役：山内善行）と、医療経営

コンサルティング、薬剤師を対象としたプロモーション及び調査を行う株式会社ネグジット総研（本

社：兵庫県神戸市、代表取締役社長：八田光）は、このほど共同で『処方薬の「家庭内保存」と「個

人間譲渡」実態調査』を行った。過去一年以内に医療機関を受診した、家庭の主婦（子供あり）

1000名を対象にアンケートを行った。 

 

それによると、8 割以上の家庭が余った処方薬を保存しており、また 5 割は余った薬を自己判断で

子供に使用したことがあった。処方された本人以外への使いまわしも多く、家族間と友人・知人間

あわせて 6 割が経験していた。また処方薬の使いまわしを「怖い」と感じる人ほど、使いまわしをしな

い傾向が顕著で、リスクの啓発が使いまわしの抑制につながる可能性が示唆された。 

 

この調査結果について、東京大学大学院薬学系研究科教授の澤田康文氏は、次のように述べ

た。 

“自己判断での使いまわしや子供への服薬は、「医者もどきで処方、薬剤師もどきで調剤」している

ようなものだ。まさに不適正使用といえる。「この薬でこのように使い回すとこのような副作用が起こ

る！」ということをもっと具体的に知って頂きたい。例えば、この調査で「あまり怖さを感じないで使い

まわされることが多い薬」として「腰痛のシップ」が挙がったようだが、腰痛症によく処方されるケトプ

ロフェンテープは、旦那さん用のものが余ったからといって妊娠後期の奥さんに過量に貼付したら、

胎児毒性（胎児動脈管収縮）が起こる可能性がある。” 

 



 

【調査の背景】 

 

「処方薬の家庭内保存」や、それを背景とする「処方薬の個人間譲渡」は、事故につながる危険が

ある。ところが実態としては、薬が余った場合には、節約などを理由にそのまま保存してしまう家庭

も多い。そして、適切な服薬か否かを医療者に相談することもなく、あるいは使用期限が切れてい

たのに気づかずに、家族内や友人・知人間で譲渡し、使用してしまうケースも珍しくない。この実態

を明らかにするとともに、問題の解決糸口を見つけることを目的として、1年以内に医療機関の受診

経験がある子持ち主婦に、アンケートを実施した。 

 

【結論の概要】 

 

１．85%の家庭に、余った処方薬が存在する。余った理由は「服用忘れ」が半数を占める。ただし若

年層は「意図的に途中で服用止めた」「多めに処方してもらった」の比率が上がる。 

 

２．家庭内に処方薬が余っていても、25%の母親は、その事実を医師・薬剤師に隠す（聞かれても

言わない）。 

 

３．半数の母親が、余った処方薬を医師に相談せず自己判断で、子供に使用（過去に本人用に処

方されたものを含む）したことがある。 

 

４．16%の母親は、薬に使用期限があることを、知らない。 

 

５．60%の母親は、本人以外の処方薬を、家族間や友人・知人間で使いまわしたことがある。多いの

は、痛み止め・解熱剤、湿布剤、風邪薬など。なお、風邪薬、抗生物質、睡眠薬・安定剤は、医療

者に秘密にして個人間譲渡されやすい傾向がある。 

 

６．67%の母親が、処方薬の使いまわしは「怖い」と感じている。「怖い/怖くない」は、処方薬の使い

まわしをする/しないに、強く関係している。「怖い」群で使いまわしたことがある人は 43%にとどまる

のに対し、「怖くない」群では 93%が使いまわし経験ある。リスクの啓発が、使いまわしの抑制につな

がる可能性が示唆された。 

 

詳細は・・・ 

▼以下の記事をご参照いただくか、 

http://www.qlife.jp/square/medicine_study/medicine_study01/story12943.html 

▼以下の詳細レポートをダウンロードしてくださ

い。http://www.qlife.co.jp/news/100611qlife_research.pdf 

http://www.qlife.jp/square/medicine_study/medicine_study01/story12943.html
http://www.qlife.co.jp/news/100611qlife_research.pdf
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＜株式会社 QLife の会社概要＞ 

会社名：株式会社 QLife（キューライフ） 

所在地：〒154-0004 東京都世田谷区太子堂 2-7-2 リングリングビル A 棟 6F 

代表者：代表取締役 山内善行 

設立日：2006 年（平成 18 年）11 月 17 日 

事業内容：健康・医療分野の広告メディア事業ならびにマーケティング事業 

企業理念：生活者と医療機関の距離を縮める 

サイト理念：感動をシェアしよう！ 

ＵＲＬ： http://www.qlife.co.jp/ 

──────────────────────────────────────── 

＜株式会社ネグジット総研の会社概要＞ 

会社名：株式会社ネグジット総研 

所在地：〒650-0033 神戸市中央区江戸町 85 番１ ベイ・ウイング神戸ビル 5 階 

代表者：代表取締役社長 八田光 

設立日：1977 年（昭和 52 年）9 月 28 日 

事業内容：企業経営・医療経営の総合コンサルティングサービス 

ＵＲＬ： http://www.yakuzaishi-di.net 

──────────────────────────────────────── 

本件に関するお問い合わせ先： 

株式会社 QLife  広報担当 

TEL ： 03-5433-3161 ／ E-mail :  info@qlife.co.jp  

http://www.qlife.co.jp/
http://www.yakuzaishi-di.net/

